
 

 

伝 道 地 便 り 
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セブンスデー・アドベンチスト教団 伝道局 安息日学校部 

 

 

 

 

子ども用 

第１話 「クリームがのったケーキ」 ルーマニア 

第２話 「わぁ～～〜〜〜！」 ルーマニア 

第３話 「これは教会じゃない！」 ポルトガル 

第４話 「屋根のない家に雨は降らない」 ドイツ 

第５話 「見当たらない車の鍵」 ドイツ 

第６話 「赤アザが消えた」 イタリア 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝道地便りの用い方の ヒン ト 

伝道地便りに収められているのは、現地からの一人ひとりの生きた経験

です。安息日学校でこれを用いるときには、生き生きとご紹介していただ

きたいのです。そのためのヒントを、いくつか列挙いたします。 

１） 前もって何度か目を通し、自信を持って読む。 

２） 棒読みは避け、証されている大事な部分を明確にしておく。 

３） 伝える時間はできるだけ短く。長くても５～７分。 

４） 誰が、いつ、どこで、何を、なぜ、どうしたかが分かるようにする。 

５） できたらカードに文字や絵を書くなどの視聴覚的工夫を。 

６） 時には、スキット（寸劇）風にしてくださっても良いですね。 

伝道地便りは、私たちが自分の証をするときの練習になります。 

主の愛の証のために、「心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして」 

紹介しましょう。 



 

 

 

カタリン 

 

「マリネラさんの家に行きましょう。」 

お母さんはニコニコしながら、10歳の息子の

カタリンにそう言いました。 

カタリンはあまり行きたくはありませんで

した。なぜなら、お母さんとマリネラさんが一

緒に読む聖書の言葉を、カタリンはよく理解で

きなかったからです。 

けれども、行くと１つだけいいことがありま

した。それは、マリネラさんがいつもホイップ

クリームとチェリーののったとっても美味し

いルーマニアのサヴァリナというケーキを食

べさせてくれることです。 

その日、カタリンはケーキが食べたかったの

で、「行くよ！」と返事をしました。 

しばらくして、カタリンとお母さんは、マリ

ネラさんのアパートの部屋でテーブルの席に

つきました。マリネラさんは、ケーキを出して

くれました。 

カタリンは、マリネラさんとお母さんが聖書

を読むのを聞きながらホイップクリームとチ

ェリーののった甘いケーキを、口に入れました。 

カタリンに聖書の言葉は理解できませんで

した。それよりもケーキに興味がありました。 

ところがある日、変化が起こりました。カタ

リンはお母さんと一緒にマリネラさんのテー

ブルについて、いつものようにホイップクリー

ムとチェリーののった甘いケーキを食べてい

ました。マリネラさんは、次の聖書の箇所を読

みました。 

「安息日を心に留め、これを聖別せよ。六日

の間働いて、何であれあなたの仕事をし、七日

目は、あなたの神、主の安息日であるから、い

かなる仕事もしてはならない。」（出エジプト記

20章８〜10節）。 

この聖句を聞いたとき、カタリンは初めて聖

書の言葉がわかりました。週の７日目である土

曜日が大切な日であることがわかったのです。 

それ以後、彼は安息日に宿題をするのをやめ

ました。安息日に家の仕事をすることもやめま

した。安息日にはアドベンチストの教会に通う

ようになりました。安息日を聖なる日として守

るようになったのです。 

それからというものカタリンは、マリネラさ

んのアパートでケーキを食べるだけでなく、マ

リネラさんとお母さんとの聖書研究に参加す

るようになりました。そして、2 人が話し合っ

ていることについて質問するようになりまし

た。 

家でも、カタリンは自分で聖書を読むように

なりました。彼の１番のお気に入りの聖句はダ

ニエル書 12章３節です。「賢い者は、大空の輝

きのように輝き、また多くの人を義に導く者は、

星のようになって永遠にいたるでしょう」（口

語訳）。この聖句の意味は、他の人を神様のもと

に連れてくる人は永遠に星のように輝く、とい

うものです。カタリンは友だちを神様のもとに

連れてきたいと思いました。 

１. クリームがのったケーキ  ルーマニア 



 

 

聖書を読んで、カタリンは自分が神様につい

て学んだことを友だちに話すようになりまし

た。そうしているうちに、ある安息日、１人の

友だちがカタリンと一緒に教会に来てくれま

した。 

カタリンにとって、それは大きな喜びでし

た！  

カタリンはもっとたくさんの友だちに教会

に来て欲しいと思いました。彼は祈りました。

すると、ウラドという友だちのことを思い出し

ました。ウラドが以前、聖書が欲しいと言った

ので、カタリンは聖書を見つけて、あげたこと

がありました。 

カタリンは、「ぼくと母さんがマリネラさん

と聖書を読んだように、ぼくも、ウラドを誘っ

て一緒に聖書を読もう」と思いました。 

ウラドに電話して聖書を読もうと誘うのは

勇気のいることでした。カタリンはもう一度祈

ってから電話しました。 

「もしもしウラドかい？ 君が聖書を欲し

いと言って、ぼくがあげたことを覚えているか

い？ 一緒に聖書を勉強しない？」 

ウラドはこの提案に賛成しました！ ウラ

ドは聖書研究がとても楽しかったので、友だち

のアンドレも誘って、一緒に聖書を読むことに

なりました。 

今日、カタリンは、ウラドとアンドレと一緒

に、毎週、安息日に教会に通っています。彼は

とても幸せです。そして安息日にもっとたくさ

んの人を教会に招くことを計画しています。た

くさんの人をイエス様のもとへお連れしたい

と思っているからです。 

13回献金の一部は、カタリンのような子どもた

ちが聖書を読んで、イエス様について学ぶこと

ができるように、ルーマニアの学校と学童保育

のために用いられます。皆さまの献金を感謝い

たします。 

 

 

 

 

〈お話のヒント〉 

・地図でルーマニアのブカレストを見つけまし

ょう。 

・カタリンはアドベンチストの人々が聖書研究

を開いているルーマニアに 50 箇所以上ある

センターのうちの１つ、ソーラ・スクリプチ

ュラ伝道センターでも聖書を学んでいます。 

・フェイスブックの写真をダウンロードしまし

ょう。bit.ly/fb-mq 

・中央ヨーロッパ支部の情報「Fast Facts and 

Mission Posts」をダウンロードしましょう。

bit.ly/eud-2023 

 

・この伝道地便りはセブンスデー・アドベンチ

スト教会の「I will Go」戦略計画の以下の項

目の具体例です。 

「個人または家族を聖霊に満たされた生活を

送れるように弟子訓練する」（「霊的成長の目

標」No.5） 

「子ども、青年の信仰の継承、保持、開拓、

伝道への参加」（「霊的成長の目標」No.６） 

「青年が神様を第一にし、聖書的世界観を持

って生きる」（「霊的成長の目標」No.７） 

詳細はウェブサイト IWillGo2020.org をご

参照ください。 

 

宣教メモ 

 1904 年、J・F・ヒンター（ギンタ

ー）は、ロシアからブカレスト（ルー

マニアの首都）に派遣されました。彼

は 16人のメンバーで、この街に最初

の（アドベンチストの）集会を組織し

また。しかし、その後、ルーマニア正

教会から公式見解として強い反対意

見が公表されると、ギンター牧師は追

放されました。彼の後任には、当局か

ら追放されることのなかったルーマ

ニア人牧師が就任し、ルーマニアにお

けるアドベンチストのさらなる発展

と普及に大きな影響を与えました。 



 

 

 

デニサ 

 

２歳のデニサは幼稚園に通うのが大好きで

す。それから、親友のティメヤと遊ぶのも大好

きです。 

けれども、親友のティメヤが他の子どもたち

と遊ぶとデニサは悲しい気持ちになります。そ

して、部屋の隅に行って「わぁ～～〜〜〜！」

と大声で泣くのでした。 

このことが、毎日続きました。 

「わぁ～～〜〜〜！」 

どうしたらデニサは笑顔になるのでしょう

か？ 

デニサと親友のティメヤは、ルーマニアの幼

稚園にいつも一番早く登園していました。 

ティメヤのお母さんは幼稚園の先生をして

いました。そして、毎朝、デニサを迎えに、車

でデニサの家に行きました。ティメヤはいつも

車に一緒に乗っていました。３人は幼稚園に車

で一緒に行っていたのです。 

ある日、デニサとティメヤは、いつものよう

に他の子どもたちよりも早く、幼稚園にやって

きました。 

２人の女の子は楽しくかくれんぼをしまし

た。大きな青と緑のテーブルの下やトイレの中、

それから椅子の後ろにも隠れました。そのあと、

粘土やぬり絵遊びをしました。 

しばらくすると、他の子どもたちが登園して

きてティメヤはその子たちと一緒に遊びまし

た。デニサはそれが気に入りませんでした。彼

女は自分だけに注目して欲しかったのです。部

屋の隅に行って、床に座り、大声で泣き始めま

した。 

「わぁ～～〜〜〜！」 

先生がやってきて彼女を抱きしめました。 

「泣くことないのよ。ティメヤとだけじゃな

くて、みんなと遊ぶほうがいいわ」 

デニサは泣き止みました。先生が自分に注意

を向けてくれたのがうれしかったのです。そし

て、先生のお話を聞きました。 

「一緒にお祈りしましょう」と先生は言いま

した。 

毎朝、子どもたちは礼拝をしてひざまずいて

祈っていたので、デニサはどうやって祈るかを

知っていました。彼女はすぐにひざまずきまし

た。先生もひざまずいて、先生が先に祈りまし

た。 

「天のお父さま、どうかデニサが落ち着くこ

とができて、ティメヤとだけでなく、他のお友

だちとも遊ぶほうがよいことを知ることがで

きますように」 

続いてデニサも祈りました。 

「主よ、私がもう怒らないようにどうぞ助け

てください。泣くのをやめることができますよ

うに」 

祈り終わると、先生はお友だちと一緒にする

活動のお手伝いをしてくれないかとデニサに

頼みました。「私と一緒に来てごらん。そして一

緒に遊びましょう」と先生は言いました。 

２. わぁ～～〜〜〜！    ルーマニア 

 



 

 

しばらくしてデニサは子どもたちのグルー

プに入り、一緒に遊び始めました。みんなで鳥

やかえる、バッタ、チョウ、そして金魚の木製

パズルを作りました。デニサは黄色い胸と茶色

と緑の羽をもった小さな鳥のパズルが特に気

に入りました。 

デニサの幼稚園での最初の年、先生はデニサ

と一緒に、たくさんお祈りしました。 

デニサもその年、先生と一緒に、たくさんお

祈りしました。 

２年目になると、いろいろなことが、もっと

うまくいくようになりました。 

しばらくすると、デニサはティメヤと先生と

一緒に安息日に教会に行くようになりました。

先生は、安息日学校のクラスを担当していまし

た。デニサはクラスで祈ることや、イエス様の

ことをもっとたくさん学ぶことが好きでした。 

現在、デニサは 10歳ですが、今でもよく祈っ

ています。安息日学校で先生が、お祈りしたい

人はいますか、と尋ねると、彼女はいつも一番

に手をあげます。デニサとティメヤは今でも親

友です。ほとんど毎日一緒に遊んでいます。 

13 回献金の一部はルーマニアに学校と学童

保育のために用いられます。アドベンチスト幼

稚園に通ったデニサのように、子どもたちが祈

ることを学ぶために役立てられます。皆様から

の惜しみない献金を感謝いたします。 

 

〈お話のヒント〉 

・地図でルーマニアを見つけましょう。 

・今期の 13 回献金の一部が送られるルーマニ

アでの２つの伝道プロジェクト（小学校と学

童保育の開設）の場所を地図で示しましょう。

モイセイ（小学校）とガラツィ（学童保育）

という２つの町を見せるためにフェイスブ

ックの地図をダウンロードしましょう。

bit.ly/fb-mq 

・フェイスブックの写真をダウンロードしまし

ょう。bit.ly/fb-mq 

・中央ヨーロッパ支部の情報「Fast Facts and 

Mission Posts」をダウンロードしましょう。

bit.ly/eud-2023 

 

・この伝道地だよりはセブンスデー・アドベン

チスト教会の「I Will Go」戦略計画の以下の

項目の具体例です。 

「個人または家族を聖霊に満たされた生活を

送れるように弟子訓練する」（「霊的成長の目

標」No.5） 

「子ども、青年の信仰の継承、保持、開拓、

伝道への参加」（「霊的成長の目標」No.６） 

「青年が神様を第一にし、聖書的世界観を持

って生きる」（「霊的成長の目標」No.７） 

詳しくはウェブサイト IWillGo2020.org を

ご覧ください。 

 

 
 

豆知識 

 ルーマニアは、世界有数のプラムの生

産国です。また、EUで最大のトウモ

ロコシの生産でもあります。 

 

 



 

 

カルロス 

 

あなたはセブンスデー・アドベンチストの学

校に行っていますか？ 

もしそうならそれはなぜですか？ 

カルロスの両親は、９歳の彼をセブンスデ

ー・アドベンチストの学校に入学させました。

その理由はたった 1つです。学校が家から近か

ったからです。両親はアドベンチストではあり

ませんでした。彼らは、学校がアドベンチスト

であるかどうかも関心がありませんでした。た

だ、ポルトガルのリスボンにある家から近いと

いう理由で、アドベンチストの学校に入学させ

たのでした。 

カルロスは、学校で今まで聞いたこともない

ことを耳にしました。アドベンチストは日曜日

ではなく土曜日に教会に行くということです。

また、アドベンチストは赤ちゃんにバプテスマ

を授けないことも知りました。 

クリスマスの季節が来て、カルロスは、今ま

で見たことのないものを見ました。それは、教

会らしくない教会です。彼は、学校が主催する

特別なクリスマスプログラムのために、アドベ

ンチスト教会を訪れました。 

カルロスは教会に入ったとき、目を大きく見

開いて、とても驚きながらこう思いました。「こ

れは教会じゃない！ ここには聖徒たちの像

がない！」 

カルロスの知っている教会は、聖人の聖画像

や彫像がたくさんありました。しかし、アドベ

ンチスト教会には１つもないのです。今まで見

たどの教会ともまったく異なっていました。 

しかし、カルロスはすぐにそんなことは忘れ

てしまいました。クリスマスのプログラムがす

ばらしいものだったからです！ クラスメー

トたちがイエス様を賛美する歌を聞いたり、聖

書の劇を演じたりするのを楽しみました。そし

て、とても興味をひかれました。 

プログラムが終わって家に帰ると、カルロス

は両親にたくさんの質問をしました。 

「どうしてアドベンチストは日曜日でなく

土曜日に礼拝するの？」「どうしてうちの教会

には聖人たちの像があってアドベンチストの

教会にはないの？」「どうしてうちの教会は赤

ちゃんが生まれたらバプテスマを授け、アドベ

ンチスト教会は授けないの？」 

両親は質問にできる限り答えました。しかし、

聖書をよく知らなかったので、カルロスを満足

させることはできませんでした。 

それからしばらくして、カルロスはアドベン

チストの学校の友だちにも同じ質問をし始め

ました。 

「なぜ僕の教会は日曜日で、君たちの教会は

土曜日なの？」「なぜ僕の教会には聖人たちの

像が、君たちの教会にはないの？」「なぜ僕の教

会は赤ちゃんが生まれるとバプテスマを授け、

君たちの教会はしないの？」 

友だちは彼の質問に、聖書から、できる限り

答えました。カルロスは、彼らの答えが聖書の

言葉によって裏付けられていることに驚きま

３.これは教会じゃない！   ポルトガル 



 

 

した。彼は、自分の考えを正当化しようと試み

ました。神様が礼拝の聖なる日を土曜日から日

曜日に変えられた聖句を見つけようとしまし

た。神様が教会に聖人の像を置き、赤ちゃんに

バプテスマを授けるようにと言われた聖句を

見つけようとしました。しかし、そのような聖

句を見つけることはできませんでした。 

カルロスが答えを求めて聖書を読んでいる

と、友だちは彼をパスファインダーの集会に誘

いました。 

カルロスはパスファインダークラブを楽し

みました。特にバッジをもらうのが好きでした。

バッジをもらうためには、聖書を読む必要があ

ります。たくさんのバッジをもらうために、彼

はもっと聖書を読みました。 

聖書を読むうちに、なぜアドベンチストは安

息日に教会に行き、教会に聖人の像を置かず、

赤ちゃんにバプテスマを授けないのか、わかっ

てきました。アドベンチストは、神様をとても

愛していて、聖書に書かれている神様の教えに

従うことによって神様への愛をあらわしてい

ることを知りました。 

イエス様は、「あなたがたは、わたしを愛して

いるならば、わたしの掟を守る。」（ヨハネ 14：

15）と言われました。カルロスも神様をとても

愛していました。聖書に従って神様への愛をあ

らわしたいと思いました。 

16歳になったとき、彼は心をイエス様におさ

さげし、バプテスマを受けました。お父さん、

お母さん、そして他の家族も彼のバプテスマを

見に来ました。 

現在、カルロスは教会のリーダーであり、ア

ドベンチストの妻と、教会で活躍している成長

した３人の子どもたちがいます。 

カルロスはまた、パスファインダークラブの活

動をマスターガイドとして、今も行っています。 

カルロスは、家から近いという理由で両親が

アドベンチストの学校に入学させてくれたこ

とを、とても幸せに思っています。この学校に

通うことで、彼の人生は大きく変わりました。 

 

今期、あなたの 13 回献金はポルトガルのセ

トゥーバルにセブンスデー・アドベンチストの

小学校を開校するために用いられます。子ども

たちの人生が神様の力によって変えられるため

です。皆様の惜しみない献金を感謝いたします。 

 

〈お話のヒント〉 

・地図でポルトガルのリスボンを見つけましょ

う。また、今期の 13回献金によって開かれる

ポルトガルのセトゥーバルの学校の位置も

教えましょう。このためにミッション地図を

次のサイトからダウンロードすることがで

きます。bit.ly/fb-mq 

・写真の中でカルロスが立っている場所は、彼

が子ども時代、クリスマスプログラムに参加

したリスボンのアドベンチスト教会のバル

コニーです。 

・カルロスはスペイン、スイス、そしてイタリ

アのいくつかの国際会社で働いてきたビジ

ネスマンで、ポルトガルの ASI(アドベンチス

ト実業家協議会)の会長を務めていました。彼

はアドベンチスト学校で未来の妻となるべ

き女性と出会いました。 

・フェイスブックの写真をダウンロードしまし

ょう。bit.ly/fb-mq 

・中央ヨーロッパ支部の情報「Fast Facts and 

Mission Posts」をダウンロードしましょう。

Bit.ly/ecd-2023. 

 

・この伝道地だよりはセブンスデー・アドベン

チスト教会の「I Will Go」戦略計画の、以下

の項目の具体例です。 

「個人または家族を霊に満たされた生活を送

れるように弟子訓練する」（「霊的成長の目標」

No.５） 

「子ども、青年の信仰の継承、保持、開拓、

伝道への参加」（「霊的成長の目標」No.６） 

「青年が神様を第一にし、聖書的世界観を持

って生きる」（「霊的成長の目標」No.７） 

詳しくはウェブサイト。IWillGo2020.org を

ご覧ください。  



 

 

ブリジット 

 

ブリジットおばあさんの家は、夏の暑さで屋

根にひび割れができてしまったために、新しい

屋根が必要でした。雨が降ると家の中は雨もり

しました。 

ブリジットおばあさんは、屋根をなおすため

のお金が十分になかったので、節約してお金を

ため始めました。 

そんなとき、教会で、他の国の人たちにイエ

ス様のことを伝えるすばらしい伝道プロジェ

クトが行われることを聞きました。 

そこで、自分のお金をそのプロジェクトのた

めに献金し、屋根のことは神様にお任せするこ

とにしました。 

彼女が、伝道プロジェクトのために献金をし

てからたった数日たった日のことです。１通の

手紙が家に届きました。開けてみると、なんと

屋根を新しくするのに十分なお金が入ってい

るではありませんか！ それは、神様の奇跡で

した。 

古い屋根が取り外されました。しかし、新し

い屋根が完成するまでには時間がかかります。

大きな屋根のために、完成まで４週間が必要で

した。 

ブリジットおばあさんは心配しました。季節

は夏でしたが、時々雨が降るからです。彼女は

自分が雨に濡れるのは平気でした。しかし、屋

根のない家では、家の中のベッドは濡れてしま

います。それに、ソファーも、椅子も、テーブ

ルも、服も、本も、それに聖書さえも濡れてし

まいます。家中のものが濡れてしまうので、心

配だったのです。 

ブリジットおばあさんは祈りました。 

「神様、どうか雨を降らせないでください。

私たちはここに住んでいて、雨が降れば、家中

のものが濡れてしまうのです。」 

その日、雨は降りませんでした。 

ブリジットおばあさんは次の日も同じよう

に祈りました。 

「神様、どうか雨を降らせないでください。

私たちはここに住んでいて、雨が降れば、家中

のものが濡れてしまうのです。」 

雨は降りませんでした。 

１週間が過ぎ、２週間、３週間と経ちました。

ブリジットおばあさんは祈り続けました。雨は

降りませんでした。 

ところが、ある日、空が大きな黒い雲でいっ

ぱいになりました。空いっぱいにたちこめた雲

は多くの水分を含んでとても重く、地面につき

そうなほどでした。 

ブリジットおばあさんは心配そうに雲を見

つめ、祈りました。 

「神様、どうか雨を降らせないでください。

私たちはここに住んでいて、雨が降れば、家中

のものが濡れてしまうのです。」 

４.屋根のない家に雨は降らない ドイツ 



 

 

彼女は隣の家の窓に雨が降り始めたのを見

ました。 

はじめは、数滴でしたが、次第に多くなって、

すぐに雨は隣の家にザアザア降りはじめまし

た。 

見ているブリジットおばあさんの腕に何か

濡れたものが感じられました。よく見ると１粒

の雨が腕に落ちていました。するとまた別の濡

れたもの、雨粒が落ちてきました。 

ブリジットおばあさんは祈りました、 

「神様、どうか雨を降らせないでください。

私たちはここに住んでいて、雨が降れば、家中

のものが濡れてしまうのです。」 

すると、彼女の腕に雨粒が落ちてこなくなり

ました。 

しかし、隣の家にはまだ雨が降っています。

ブリジットおばあさんが、近所の他の家々を見

ると、そこにも雨が叩きつけていました。 

30分間、家の右側にも、左側にも、道の向か

い側にも雨は降り続きました。 

ブリジットおばあさんの家の上にも大きな

黒い雲が低く垂れ込めていました。しかし、雨

はまったく落ちてきませんでした。彼女のベッ

ドも、ソファーも、椅子も、テーブルも、服も、

本も、聖書も濡れませんでした。家の中のもの

は何１つ濡れなかったのです。 

次の日、みんなが激しい大雨のことを話して

いました。ひどい土砂降りの雨でした。しかし、

ブリジットおばあさんの屋根のない家に、雨は

まったく降りませんでした。彼女の家は守られ

たのです。 

彼女は主に感謝と賛美の祈りをささげまし

た。 

「感謝します。主よ、感謝します。」 

その１週間後、新しい屋根が完成しました。

屋根が出来上がると同時に雨が振り始めまし

た。しかし、ブリジットおばあさんは気にしま

せんでした。すべてのものは、もう屋根のつい

た家の中で守られているからです。 

 

３年前、ブリジットおばあさんの母国である

ドイツのミッションプロジェクトのために、13

回献金をおささげくださり感謝いたします。ド

イツは世界中にたくさんのアドベンチスト宣

教師を送り出していますが、今回の献金は、ド

イツのダルムシュタットにある宣教師を養成

する場であるマリエンヘーエ・アカデミーの本

館を改修するために用いられます。さらに多く

の宣教師を送り出すための助けとなります。 

 

〈お話のヒント〉 

・地図でドイツを見つけましょう。 

・ブリジットおばあさんは 88歳です。 

・ブリジットおばあさんは黒い嵐の雲が来るの

を見た時、自分の無力さを悟ったと言います。 

「その瞬間、どうしようもないと感じるので

す。人間として、雲を見たらもう神に頼るし

かないと。神様は恵み深いお方です。これは

神のお恵みでした。神はこの奇跡を与えるこ

とによって、私の信仰を強めてくださいまし

た」と、彼女は言います。 

・祈りが聞かれた経験があるか子どもたちに尋

ね、実例をみなで分かち合いましょう。 

・ブリジットおばあさんのもう１つのお話「ブ

リジットおばあちゃんと雨もり」をアドベン

チストミッションで見てみましょう。 

https://bit.ly/3JfvIpP 

・フェイスブックの写真をダウンロードしまし

ょう。bit.ly/fb-mq 

・中央ヨーロッパ支部の情報「Fast Facts and 

Mission Posts」をダウンロードしましょう。

bit.ly/eud-2023 

・この伝道地便りはセブンスデー・アドベンチ

スト教会の「I Will Go」戦略計画の、以下の

項目の具体例です。 

「世界伝道の概念を理解し、牧師だけが伝道

に献身するのではなく、老若男女問わず全て

の教会員が伝道に関わり、キリストを証して

弟子を作る」（「伝道の目標」NO.１） 

詳しくはウェブサイト IWillGo2020.org を

ご覧ください。 



 

 

 

ジージー 

 

３歳のジージーはワクワクしていました。こ

れからドイツのフランクフルトにある空港ま

でお父さんお母さんとお出かけするからです。

お父さんは、友達のアンドリューを空港まで送

らなければなりませんでした。１時間ほどのド

ライブです。 

ジージーはお父さんと車まで歩きました。お

父さんは車を鍵で開け、ジージーを後部座席の

チャイルドシートに座らせました。ジージーを

しっかりと椅子に固定してからお父さんお母

さんも出かける支度をしました。 

しかし、何かが変です。 

「車の鍵はどこだ？」とお父さんが言いまし

た。 

お父さんも、お母さんも、ジージーも、わか

りませんでした。ジージーは後部座席から、お

父さんとお母さんが鍵を探すのを見ていまし

た。 

お父さんはトランクを開け、中を見ましたが、

見つかりません。 

お母さんは前の座席周辺を探しましたが、見

つかりません。 

「ついさっきまで鍵は持っていたのに」とお

父さん。 

「ジージーを後ろに座らせたとき、車を鍵で

開けたんだ。どこにやったのかな？」 

お父さんも、お母さんも、ジージーも、わか

りませんでした。 

「アンドリューが私たちを待っている。飛行

機の時間に遅れてはいけない。どうすればいい

だろう？」とお父さんが言いました。 

お父さんも、お母さんも、ジージーも、わか

りませんでした。 

そのとき、お父さんの頭に１つのアイデアが

ひらめきました。 

「神様にお祈りして、私たちが鍵を見つける

ことができるようにお願いしよう」とお父さん

は言いました。 

ジージーはこれまでずっと黙ったままでし

た。しかし、この時は車の後ろから声を出して

尋ねました。 

「神様はここにいるの？」 

それは良い質問でした。神様は近くにおられ

るのでしょうか？ 

「そうだよ」とお父さんが言いました。「私た

ちはただ神様に助けを求めればいいんだよ。」 

お父さんも、お母さんも、ジージーも、目を

閉じました。 

お父さんが声を出して祈りました、 

「神様、私たちが空港に遅れないためにどう

か車の鍵を見つけさせてください、アーメン。」 

祈り終わったお父さんが目を開けると、すぐ

に鍵が見つかりました。車の屋根の上にあった

のです。 

「やったー！ 神様が祈りに答えてくださ

った」と、お父さんが叫びました。 

お父さんは車に飛び乗りました。お母さんも

５.見当たらない車の鍵      ドイツ 



 

 

車に飛び乗りました。ジージーは後ろの席から

お父さんが車のエンジンをかけるのを見てい

ました。 

ジージーはまた長い間、黙っていたのですが

この時、２度目に声を出してこう言いました。 

「お父さん、神様が一緒にいてくれるように

お祈りするの？」 

お父さんはお母さんを見つめ、それからジー

ジーを見つめました。小さな男の子は正しかっ

たのです。ホテルでアンドリューを乗せて、フ

ランクフルトの空港へ行く前にお祈りをする

必要がありました。 

そこで、ジージーが祈ることになりました。 

「神様、空港への旅をお守りください。事故

に遭いませんように。アーメン。」 

お父さんも、お母さんも、ジージーも、神様

が近くにいてお祈りを聞いてくださることを

とても嬉しく思いました。 

神様は車の鍵を見つけるためのお祈りを聞

いてくださいました。 

 

そして今度は、空港まで無事に行けるようにと

いうお祈りも聞いてくださるはずです。 

そして、その祈りは聞かれたのです！ 

 

ジージーはドイツに住む宣教師家庭の子ど

もです。13回献金は、宣教師たちが世界中の人

たちに祈りを聞いてくださる愛の神様を伝え

るために用いられます。 

 

〈お話のヒント〉 

・ドイツのフランクフルトを地図で見つけまし

ょう。 

・この話に出てくる “お父さん（エドウィン）” 

は、南ドイツの２つの教会を受け持つアメリ

カの宣教師の牧師です。この出来事は、エド

ウィンがアドベンチストミッション雑誌の

編集者アンドリュー・マチェスニーを空港ま

で送って行く時に起こりました。 

・フェイスブックの写真をダウンロードしまし

ょう。bit.ly/fb-mq 

・中央ヨーロッパ支部の情報「Fast Facts and 

Mission Posts」をダウンロードしましょう。

Bit.ly/ecd-2023. 

 

・この伝道地便りはセブンスデー・アドベンチ

スト教会の「I Will Go」伝道戦略の、以下の

項目の具体例です。 

「個人または家族を霊に満たされた生活を送

れるように弟子訓練する」（「霊的成長の目標」

No.５） 

「子ども、青年の信仰の継承、保持、開拓、

伝道への参加」（「霊的成長の目標」No.６） 

「青年が神様を第一にし、聖書的世界観を持

って生きる」（「霊的成長の目標」No.７） 

詳しくはウェブサイト IWillGo2020.org を

ご覧ください。 

 

  

豆知識 

 ドイツ人はあらゆる芸術で有名です

が、その中でも特にクラシック音楽が

有名です。ドイツの有名な作曲家に

は、バッハ、ベートーベン、ブラーム

ス、シューマン、ワーグナーなどがい

ます。 

 



 

 

 

デボラ 

 

デボラは、イタリアのシチリア島で、健康な

女の赤ちゃんとして生まれました。 

しかし、数カ月後、ある異変が起こりました。

彼女の唇に赤アザが出来たのです。その赤アザ

はどんどん大きくなりました。医師は赤アザを

見て血管腫と診断しましたが、どう治療したら

よいかわかりませんでした。 

１年後、その赤アザはとても大きくなり、デ

ボラの下唇は完全に変形し、その形はくずれて

しまうほどでした。しかし、医師は何もするこ

とが出来ませんでした。 

学校に通うようになって、デボラは自分の外

見が他の子どもたちと違うことに初めて気が

つきました。 

学校の男の子たちはデボラのことをからか

って心ないあだ名で呼びました。そのために、

デボラはよく泣きながら家に帰りました。彼女

は言い返すことはしませんでしたが、デボラの

お母さんは、彼女のことをいつも守ろうとしま

した。お母さんは、校長や他の子どもの親たち

と話し合いました。 

お母さんの助けによって、男の子たちは彼女

をあだ名で呼ばなくなりました。しかし、しば

らくすると、また心ないあだ名で呼ぶようにな

りました。 

女の子たちは、デボラに意地悪な話し方はし

ませんでした。しかし、それでも差別がなかっ

たわけではありません。女の子たちはみな自分

の水筒を持っていて、喉が渇くと水筒を一緒に

使うことがよくありました。ところが、デボラ

には誰１人水をくれたことがありませんでし

た。 

デボラは、女の子たちがお互いに「お水ほし

い？」と尋ね合う様子を見て、自分にも誰かそ

う言ってくれたらなと思いました。 

デボラは生後数ヶ月の時から、赤アザをなく

すための治療を受けました。最初は週１回、注

射を受けなければなりませんでした。年齢が上

がると、注射は月１回になりました。医師は、

彼女に大きな手術を２回行いました。手術のた

めにデボラは、電車でイタリア国内を縦断しな

ければなりませんでした。家のある南のシチリ

ア島から、はるか北のミラノに近いパルマまで、

長くて大変な旅でした。また、手術とその後の

治療も苦しく痛いものでした。11 歳になると、

デボラの赤アザを薄くするために、定期的なレ

ーザー治療を受けるようになりました。デボラ

はその治療によって赤アザが消えることを願

っていましたが、消えることはありませんでし

た。 

「お母さん、どうしてこんなことが私に起こ

ったのかしら？」と、デボラはたびたびお母さ

んに尋ねました。 

お母さんは小さなデボラを抱きしめ、聖書に

出てくる使徒パウロのことを話して聞かせま

６.赤アザが消えた        イタリア 



 

 

した。パウロは神様に自分の持っていた問題を

取り除いてくださるよう３回祈りました。しか

し、神様はその問題を取り除いてくださいませ

んでした。その代わり神様はパウロに、「私の恵

みはあなたに十分である」（Ⅱコリント 12：９）

と言われました。 

お母さんはデボラに、「神様のお恵みはあな

たに対して十分なのよ。主の力はあなたを通し

てあらわされるのよ」と言いました。 

お母さんは、神様がデボラを愛しておられる

ことを彼女に思い出させました。「神様はあな

たの人生にご計画をお持ちなの」「今はただそ

の途中にすぎないのよ」と、お母さんは言いま

した。 

デボラは神様の恵みが自分に十分であるこ

とを受け入れました。 

デボラが 13 歳になったとき、びっくりする

ことが起きました。赤アザが徐々に消え始めた

のです。少しずつ薄くなっていきました。そし

て何ヶ月かたつと、完全に消えてなくなりまし

た。手術のあとがうっすらと残っているだけで

す。 

今日、デボラは小さい時の自分と同じように

傷ついている人たちを助けています。彼女は心

理学者です。また、歌うことが好きです。彼女

は美しいソプラノの声で、神様を賛美していま

す。 

「奇跡なのはこの不完全な唇から美しい声

が出るということです」と彼女は言います。 

デボラと同じように歌うことが好きだった

ダビデ王は、次のように言います。 

「わが主よ、私の唇を開いてください。／こ

の口はあなたの誉れを告げ知らせます」（詩編

51：17）。 

デボラは毎日神様への賛美を歌います。そし

てあなたにもそれが出来るのです！ 

 

 

 

 

 

〈お話のヒント〉 

・地図でイタリアのシチリア島を見つけましょ

う。イタリア北部のミラノに近いパルマまで

のルートをたどりましょう。 

・フェイスブックの写真をダウンロードしまし

ょう。bit.ly/fb-mq 

・中央ヨーロッパ支部の情報「Fast Facts and 

Mission Posts」をダウンロードしましょう。

bit.ly/eud-2023 

 

・この伝道地便りはセブンスデー・アドベンチ

スト教会の「I Will Go」戦略計画の以下の項

目の具体例です。 

「個人または家族を霊に満たされた生活を送

れるように弟子訓練する」（「霊的成長の目標」

No.５） 

「子ども、青年の信仰の継承、保持、開拓、

伝道への参加」（「霊的成長の目標」No.６） 

「青年が神さまを第一にし、聖書的世界観を

持って生きる」（「霊的成長の目標」No.７） 

詳しくはウェブサイト IWillGo2020.org を

ご覧ください。 

 

 

豆知識 

 イタリア人がメガネを発明したのは、

13世紀のことでした。メガネは、主

に修道士が使っていました。古代ロー

マ人は拡大鏡を使っていましたが、メ

ガネを最初に発明したのはイタリア

人でした。 

 


